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4
月
8
日
（
月
）
午
後
１

時
よ
り
、
第
74
回
入
学
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。 

新
入
生
は
一
人
ず
つ
名
前

を
呼
ば
れ
た
後
、
代
表
が
元
気

よ
く
宣
誓
し
ま
し
た
。 

 

校
長
式
辞
に
続
き
、
来
賓
を

代
表
し
、
た
つ
の
市
長 

山
本

実
様
と
、
育
友
会
長 

河
原
雄

一
郎
様
よ
り
、
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
合
唱

部
と
生
徒
会
執
行
部
に
よ
る

校
歌
披
露
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

新
入
生
280
名
は
式
典
終
了

後
、
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
教
室
へ

と
向
か
い
、
龍
高
生
と
し
て
の

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。 
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年
間
無
遅
刻
、
無
欠
席
、
無
欠
課

の
生
徒
に
贈
ら
れ
る
「
皆
勤
賞
」

の
人
数
が
学
年
全
体
で
99
名
で
あ

り
、
こ
れ
は
実
に
生
徒
３
人
に
１

人
が
皆
勤
者
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
各
人
が
生
活
リ
ズ
ム
を

崩
さ
な
い
日
常
を
送
る
こ
と
で
健

康
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の

進
学
実
績
の
数
字
に
な
っ
て
表
れ

た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

本
校
は
、
西
播
磨
地
域
で
唯
一
、

文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
指
定
を
受
け
た

１
期
か
ら
２
期
の
現
在
に
至
る
ま

で
通
算
７
年
目
と
な
り
、
昨
年
度

か
ら
第
２
期
指
定
の
研
究
開
発
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

第
１
期
の
指
定
を
基
盤
と
し

て
、
第
２
期
の
研
究
開
発
テ
ー
マ

を
『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、

ロ
ー
カ
ル
な
視
点
で
科
学
の
輪
を

繋
ぐ 

～
探
究
過
程
の
可
視
化
に

よ
り
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
深
い
学

び
へ
導
く
指
導
方
法
の
開
発
～
』

と
し
、
組
織
的
か
つ
継
続
的
な
評

価
指
導
体
制
を
構
築
し
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
形
成
的
な
評
価
を
研

究
開
発
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。 

第
２
期
で
は
新
た
な
可
能
性
を

生
み
出
す
た
め
の
「
４
つ
の
力
」 

と
し
て
、
科
学
の
輪
（
発
見
力
、

試
行
錯
誤
力
、
検
証
力
、
討
議
力
）

を
定
義
し
ま
し
た
。 

① 

発
見
力
と
は
、
問
題
に
自
ら 

気
づ
き
仮
説
を
立
て
る
力 

② 

試
行
錯
誤
力
は
、
問
題
解
決 

の
た
め
に
意
図
的
・
持
続
的 

に
考
え
抜
く
力 

③ 

検
証
力
は
、
結
果
を
論
理 

的
・
専
門
的
に
分
析
す
る
力 

④ 

討
議
力
は
、
討
議
す
る
事
で 

新
た
な
可
能
性
を
追
求
す 

る
力 

こ
の
科
学
の
輪
で
あ
る
「
４
つ
の

力
」
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
連
続
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
、
課
題
・
問
題
の
解

決
力
が
育
成
さ
れ
る
と
仮
定
し
、

研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。 

第
２
期
研
究
指
定
２
年
目
と

し
て
、
今
年
度
は
、
重
点
研
究
開

発
事
項
を
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

探
究
活
動
の
深
化
」
と
し
、 

① 

探
究
ノ
ー
ト
に
よ
る
探
究 

過
程
を
可
視
化
す
る
評
価 

指
導
方
法
を
研
究 

② 

学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を 

活
用
し
研
究
調
査
を
深
化 

さ
せ
る
方
法
を
研
究 

③ 

総
合
自
然
科
学
科
「
科
学
英 

語
」
に
お
け
る
実
践
的
英
語 

力
の
評
価
基
準
を
研
究 

④ 

普
通
科
「
探
究Ⅱ

」
に
お
け 

る
教
科
横
断
型
講
座
・
テ
ー 

マ
別
討
論
に
お
け
る
指
導 

方
法
を
研
究 

以
上
の
４
つ
の
取
り
組
み
を
行

う
計
画
で
す
。 

 

私
は
、
県
立
龍
野
高
等
学
校
校

長
と
し
て
４
回
目
の
春
を
迎
え
て

い
ま
す
。 

去
る
４
月
１
日
、「
平
成
」
に
代

わ
る
新
元
号
と
な
る
「
令
和
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
出
典
は
現
存

す
る
日
本
最
古
の
歌
集
「
万
葉
集
」

で
、
中
国
の
古
典
で
な
く
国
書
か

ら
引
用
さ
れ
た
の
は
確
認
で
き
る

限
り
、
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
典

拠
は
『
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気

淑
く
風
和
ら
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉

を
披
き
、
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら

す
』
で
、
安
倍
首
相
か
ら
は
、「
人
々

が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
私
自
身
も
込
め
ら
れ
た

意
味
に
相
応
し
い
時
代
に
な
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

創
造
的
課
題
解
決
力
の
育
成 

さ
て
、
こ
の
３
月
に
71
回
生
314

名
が
元
気
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
生
徒
達
一
人
ひ
と
り
が
「
夢
」

の
実
現
に
向
け
て
弛
ま
ぬ
努
力
を

続
け
、
諦
め
な
い
姿
勢
で
頑
張
っ

て
き
た
そ
の
足
跡
は
、
71
回
生
の

進
学
実
績
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
主
な
国
公
立
大
学
の
合
格
者

数
で
は
、
大
阪
大
学
８
名
、
神
戸

大
学
９
名
、
北
海
道
大
学
１
名
、

東
京
工
業
大
学
１
名
、
名
古
屋
大

学
１
名
、
九
州
大
学
１
名
、
岡
山

大
学
35
名
、
広
島
大
学
５
名
、
兵

庫
県
立
大
学
25
名
な
ど
、
現
役
総

数
で
172
名
が
合
格
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
こ
の
実
績
は
、
８
ク
ラ

ス
規
模
の
学
年
に
お
い
て
過
去
最

高
の
数
字
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

主
な
私
立
大
学
合
格
者
数
は
、
関

西
大
学
22
名
、
関
西
学
院
大
学
57

名
、
同
志
社
大
学
12
名
、
立
命
館

大
学
42
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
の
は
、

生
徒
達
が
目
標
に
向
か
っ
て
自
ら

を
律
し
て
主
体
的
に
進
路
実
現
に

取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
考
え

ま
す
。
実
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

数
字
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
３ 

4

月

9

日(

火)

に
対
面

式
を
行
い
ま
し
た
。 

生
徒
会
長
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
、
そ
れ
に
応
え
新
入
生

代
表
が
新
入
生
代
表
挨
拶
を

し
ま
し
た
。 

新
学
期
が
始
ま
り
、
全
学
年

で
行
う
初
め
て
の
行
事
で
し

た
。 対

面
式
終
了
後
に
は
、
引
き

続
い
て
離
任
式
を
行
い
ま
し

た
。
離
任
さ
れ
た
先
生
方
か

ら
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

第
74
回
入
学
式 

対
面
式
・離
任
式 
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3
月
15
日
（
金
）
か
ら
25

日
（
月
）
ま
で
、
2
年
5
名
、

1
年
11
名
の
計
16

名
が
シ

ア
ト
ル
で
11
日
間
研
修
を
行

っ
た
。
初
日
は
伊
丹
空
港
か
ら

羽
田
を
経
て
成
田
へ
、
成
田
か

ら
タ
コ
マ
空
港
へ
と
長
時
間

に
わ
た
る
移
動
の
後
、
歴
史
産

業
博
物
館
（M

OH
AI

）
で
シ
ア

ト
ル
の
歴
史
や
産
業
に
つ
い

て
学
び
、B

i
l
l
 
&
 
M
el
i
nd
a 

G
a
t
e
s
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 
D
i
s
- 

c
o
v
er
y
 C
e
nt
er

で
国
際
的
な

問
題
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
、

夕
方
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
高
校
に

到
着
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
対
面
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
へ
と
引
き
取
ら
れ
、
週
末

を
家
族
と
と
も
に
過
ご
し
た
。 

月
曜
に
は
日
本
語
の
授
業

に
参
加
し
て
、
日
本
文
化
に
つ

い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ 

平
成
31
年
度
入
試
が
終
了

し
た
。
今
年
度
の
龍
野
高
校
の

主
な
国
公
立
大
学
の
合
格
者

数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大

阪
大
学
８
名
、
神
戸
大
学
９

名
、
北
海
道
大
学
１
名
、
東
京

工
業
大
学
１
名
、
名
古
屋
大
学

１
名
、
九
州
大
学
１
名
、
岡
山

大
学
35
名
、
広
島
大
学
５
名
、

兵
庫
県
立
大
学
25
名
。
国
立

大
学

117

名
、
公
立
大
学

65

名
、
合
わ
せ
て
国
公
立
大
学
の

合
格
者
数
は
182
名
で
あ
る
。

な
お
、
国
公
立
大
学
の
合
格
者

数
は
８
ク
ラ
ス
規
模
と
し
て

は
過
去
最
高
の
結
果
で
あ
る
。 

ま
た
主
な
私
立
大
学
の
合

格
者
数
は
、
同
志
社
大
学
12

名
、
立
命
館
大
学
42
名
、
関

西
大
学
22
名
、
関
西
学
院
大

学
57
名
。
私
立
大
学
の
合
格

者
数
は
773
名
で
あ
る
。
ま
た
、

短
期
大
学
に
６
名
、
専
門
学
校

に
18
名
、
海
外
の
学
校
に
１

名
の
合
格
者
を
出
し
た
。
数
字

は
平
成

31

年
３
月
卒
業
の

71
回
生
と
過
年
度
卒
業
生
を

合
わ
せ
た
の
べ
人
数
で
あ
る
。

就
職
者
は
公
務
員
１
名
で
あ

る
。 

71
回
生
に
つ
い
て
は
国
公

立
大
学
172
名
、
私
立
大
学
738

名
の
合
格
者
を
出
し
た
。
数
字

面
だ
け
で
な
く
内
容
面
で
の

躍
進
が
目
立
つ
こ
と
に
加
え

て
、
志
望
大
学
に
こ
だ
わ
り
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生

徒
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、
例

年
以
上
に
中
期
・
後
期
と
最
後

ま
で
粘
り
強
く
受
験
し
、
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
た
。 

] 

 

ン
を
行
っ
た
。
週
末
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
で
き

た
こ
と
で
、
緊
張
の
中
に
も

自
信
を
も
っ
て
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
２
限
終
了
後
に
は
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
へ
移
動
し
て
施

設
を
見
学
し
、
広
い
敷
地
に

並
ぶ
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
の

美
し
さ
と
図
書
館
の
荘
厳
さ

に
魅
了
さ
れ
た
。
研
究
室
で

は
ド
ロ
ー
ン
の
設
計
や
エ
コ

カ
ー
の
研
究
に
つ
い
て
説
明

を
聞
き
、
難
し
い
英
語
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
研
究
に
対
す

る
学
生
の
熱
意
を
感
じ
と
っ

た
。
火
曜
に
は
ボ
ー
イ
ン
グ

社
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
を

訪
問
し
て
、
規
模
の
大
き
さ

や
科
学
技
術
の
進
歩
に
圧
倒

さ
れ
た
。 

水
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
３

日
間
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
高
校

に
滞
在
し
、
日
本
語
の
授
業

や
龍
野
高
校
生
の
た
め
の
特

別
授
業
を
受
け
、
ホ
ス
ト
の

生
徒
と
同
じ
授
業
に
参
加
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
が

積
極
的
に
質
問
や
発
表
を
し

て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
日
本
で
の
自
分
た
ち 

第
12
回
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
高
校
訪
問 

離
任
者(

転
出
先) 

武
内 

和
彦(

退
職･

播
磨
特
支
援) 

 

村
上 

雅
俊(

夢
前) 

桧
原 

良
輔(

相
生
産
業) 

堀 
 

史
人(

県
立
農
業) 

田
槇 

元(

佐
用) 

柴
田 

貴
久(

龍
野
北) 

西
田 

萌(

姫
路
市
立
荒
川
小) 

露
本 

真
千
子(

姫
路
し
ら
さ
ぎ
特
支
援) 

橋
本 

恵
子 

 

転
入
者(

前
任
校) 

大
前 

和
隆(

福
崎) 

三
輪 

昌
慶(

佐
用) 

芦
田 

学(

神
崎) 

宮
本 

亜
矢(

相
生
産
業) 

川
上 

紗
誉 

小
倉 

智
子(

山
崎) 

廣
瀬 

麻
里
亜 

進
路
結
果 

教
職
員
異
動 

生
徒
会
長 

 

副
会
長 

  

書 

記 

  

会 

計 

  

運 

動 

体 

育 

  

学 

芸 

Ｈ 

Ｒ 

  

図 

書 

  

風 

紀 

  

保 

健 

   

通 

学 

高
橋 

亮
介 

 

山
谷 

香
絵 

加
藤 

凪
乃 

 

根
本 

莉
子 

大
津
賀 

春
香 

 

神
吉 

美
由
紀 

瓢 
 

和
輝 

 

西
川 

聡
祐 

大
矢 

陽
菜
乃 

岸
本 

麻
由 

 

有
元 

心
良 

松
本 

珠
希 

松
本 

碧
海 

 

西
村 

彩
花 

掛 
 

ル
ナ 

 

池
田 

雄
飛 

山
本 

千
鶴 

 

岡
本 

歩
唯
未 

田
中 

梨
々
香 

福
井 

新
大 

 

粟
田 

衿
唯 

蒐
場 

楓
華 

清
水 

瞭
介 

新
生
徒
会
役
員 

プレゼンテーションの様子 

歴史産業博物館（MOHAI） 

の
姿
勢
を
振
り
返
る
機
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
２
回
目
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
楽

し
み
な
が
ら
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
た
。 

土
曜
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
最
後
の
時
間
を
過
ご

し
、
翌
朝
の
出
発
時
に
は
別

れ
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
場

面
も
あ
っ
た
。
最
初
は
英
語

が
聞
き
取
れ
ず
、
言
い
た
い

こ
と
を
表
現
で
き
な
い
で
い

た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
族

と
い
う
絆
が
強
く
な
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
た
。 

こ
の
研
修
を
通
し
て
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
違
い
を
知

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
に
気

づ
け
た
生
徒
は
、
今
後
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
成
長
し
た
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。 
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